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環境計画（UNEP）の専門家グループ会合に参加するなど、海
洋プラごみ問題の国際動向に詳しく、海洋プラごみの実態や
発生メカニズム、対策等につきお話していただきます。
 続いて、日本の河川の汚染状況を世界でも稀な規模で調査さ
れ、画像解析を用いた河川のごみ輸送量の計測技術を開発さ
れる等、の活躍をされている二瓶泰雄氏に先生の研究も交え
ながら、日本の汚染状況等についてご講演いただきます。身
近な問題なのになじみの少ない話題を知る絶好の機会です。
皆様のご参加をお待ちしています。
●講演者　（株）エックス都市研究所　執行役員　岡かおる氏
　　　　　テーマ 『海洋プラスチックごみ問題』
　　　　　東京理科大学　教授　二瓶泰雄氏
　　　　　テーマ 『身近なマイクロプラスチック汚染　
　　　　　　　　　～家庭から河川、海洋まで～』
●日　時　6月10日（水）18:00～19:30　
　　　　　終了後懇親会を開催予定
●場　所　東京理科大学 森戸記念館 B1F 第1フォーラム

　なお、新型コロナウイルスの状況によっては、懇親会の中
止あるいは再度延期する場合があります。

2020年度総会
 
●日　時　4月14日（火）18:00より

●場　所　東海大学校友会館（霞が関ビル35階）

●議　案　第1号議案　2019年度事業報告および決算（案）
　　　　　第2号議案　2020年度事業計画および予算（案）
　　　　　第3号議案　役員等の選任
　　　　　その他
　新型コロナウイルスの影響によりイブニングセミナー、懇
親会は中止とします。

第2回 『海プラの海に浮かぶ日本の現実』

 　2月27日開催予定であったイブニングセミナーを6月10日
（水）に開催します。
　今回は海洋プラスチック問題に関してお二人の第一人者に
ご登壇いただきます。
　（株）エックス都市研究所・執行役員　岡かおる氏は、国連
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会報特別号の発刊について

八十島義之助先生の主唱により、当会の前身である計画・交
通研究懇談会が設立されて45年、また2009年に一般社団法
人化してから10年が経ちました。その間、時代ごとの社会的
な課題や新たな視点をもった幅広いテーマの活動を積極的に
実施し、多くの人々の参画によって、会の歴史が紡がれてき
ました。節目を機に、これまでの記録として会報特別号とい
うかたちで、通常の3月号に替えて発刊します。本編・資料
編・お知らせの3部構成の会報特別号をご一読ください。

  （左）本編／（右）資料編

01



（一社）計画・交通研究会　会報 Association for Planning and Transportation Studies Mar. 2020

目の対談では、その今後のあり方について、成田国際空港株式
会社・田村明比古代表取締役社長をお迎えし、政策研究大学院
大学・家田 仁教授と語っていただきます。なお、この対談に
関連して、日本大学・轟朝幸教授にご寄稿いただきます。
　一方の関西空港では、ターミナルのリノベーションが2025

年大阪万博を目指してスタートします。二つ目の対談では、
その狙いとインバウンドで活況を呈する関西について、関西
エアポート株式会社・山谷佳之代表取締役社長CEOと同志社
大学・青木真美教授に語っていただきます。

　春の見学会との連動企画として、「これからの空港のあり
方」をテーマに、成田空港と関西空港の代表者を招いた二つ
の対談をお届けします。
　国際交流が拡大しつつある昨今、訪日外国人旅行者が倍増
し、政府は観光立国を推進する中で、国際空港が果たす役割
は益々重要となっています。さらに主要空港では、LCC市場
の拡大を受けた多様なニーズへの対応や、大規模災害時にお
ける空港機能の継続が求められています。
　かかる状況下、滑走路の新設や延伸を控える成田空港。一つ

家田 仁　政策研究大学院大学教授 田村明比古　成田国際空港株式会社
代表取締役社長

山谷佳之　関西エアポート株式会社
代表取締役社長CEO

青木真美　同志社大学教授

●主な視察先　成田国際空港拡張予定地、空と大地の歴史館
　　　　　　　他
●日　　時　　6月以降の午後
●集合場所　　東京近郊（予定）
●解散場所　　成田国際空港（予定）
●募集人数　　40名
　なお、新型コロナウイルスの状況によっては、延期あるい
は中止となる場合があります。

成田国際空港
～対立から共生、そして開港以来最大の拡張へ～
　1966年の成田空港建設決定以来、国・NAAと反対派との対
立構造、いわゆる「成田空港問題」が勃発しましたが、その後
「シンポジウム」や「円卓会議」の開催を経て、地域と共生する
空港の整備に取り組んできた結果、成田国際空港は地域に欠
かせない施設となりました。そして現在、年間発着容量50万
回を目指し、「第二の開港」ともいうべく機能拡張を進めてい
ます。

　開港から40年、成田空港の歴史とともに、新たなステージに
入った成田国際空港の拡張計画について学びます。

春の見学会

会報５月号  特集予告

これからの空港のあり方を考える
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